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デジタル庁デザインシステムの 概要
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デジタル庁デザインシステムの概要

デジタル庁デザインシステムとは

デジタル庁が、行政機関・公共機関での使用を念頭において構築しているデザインシステム。

中央省庁の調達事業では、原則として採用することになっています。

デザイン言語 UI コンポーネント ガイドライン
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デジタル庁デザインシステムの概要

デジタル庁デザインシステムの提供リソース

デザインデータ

高品質なFigma データ

コードスニペット

高品質なコード断片

ガイドライン

デザインシステムの

使い方と、 高品質な

アクセシビリティガイド
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行政機関や公共機関で利用することを念頭に構築しているデザインシステムで、以下の特長をもっています。

1. アクセシビリティファースト

これは本日の肝となりますので、後述します。

2. 行政機関にとって高い汎用性と利便性

特定のブランドやサービス、固有のシステム等のために作られているものではなく、

行政機関において幅広く利用されるデザインプラットフォームとなっています。

3. 継続的に進化し続ける

行政プロダクトとしては珍しく、高い頻度で継続的に更新し続けられています。

デジタル庁デザインシステムの概要

デジタル庁デザインシステムの特長

β版でも 使ってください ！
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デジタル庁デザインシステムの概要

アクセシビリティファーストとは

アクセシビリティファーストとは、字義通り、「アクセシビリティを最優先にする」ことです

が、これはデジタル庁デザインシステムが掲げる「フィロソフィ 〈 哲学〉 」でもあります。

“The power of the Web is in its universality.

Access by everyone regardless of disability is an essential aspect.”

—Tim Berners-Lee, W3C Director and inventor of the World Wide Web

行政機関には、国民すべてが公平に情報を得たり手続きを行ったりできる環境を整える責務が

あります。アクセシビリティは必要不可欠な概念であり、最優先に考えなければならない事柄

のひとつなのです。
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デジタル庁デザインシステムの概要

アクセシビリティファーストがもたらすもの

アクセシビリティファーストは、デジタル庁デザインシステム開発チームの心の支えです。

コンポーネントのひとつひとつを、行政機関にとって高い汎用性を備える前提でデザインして

いますが、試行錯誤の中で複数のアイデアが出てきた時などに、判断に迷うことがあります。

そんな時、この哲学が生きてきます。「よりアクセシブルなものはどれか？」

最もアクセシブルなものを選定し、そのうえで、洗練されたデザインとして磨き上げます。
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デジタル庁デザインシステムの概要

デジタル庁デザインシステムが準拠するアクセシビリティ基準等

• JIS X 8341-3:2016

• WCAG 2.2

• WAI -ARIA 1.2

および、以下の仕様・ガイドライン等の内容も積極的に参照および採択

• WCAG 3.0 および WAI -ARIA 1.3のドラフト仕様

• HTML Standard

• カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット
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デジタル庁デザインシステムの概要

デジタル庁デザインシステムを使用することで
達成可能となるアクセシビリティの達成基準について

WCAG 2.2 には86個の達成基準がありますが、デジタル庁デザインシステムを

利用することで「達成できる」または「達成が容易になる」達成基準は 43個にのぼります。

今後の拡充によって、より多くの達成基準に対応していく見込みです。
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デジタル庁デザインシステムの概要

「 達成できる 」 または 「 達成が容易になる 」 達成基準

• 1.1.1: 非テキストコンテンツ  [A]

• 1.3.1: 情報及び関係性 [A]

• 1.3.2: 意味のあるシーケンス  [A]

• 1.3.3: 感覚的な特徴  [A]

• 1.3.4: 表示の向き  [AA]

• 1.4.1: 色の使用 [A]

• 1.4.3: コントラスト（最低限）  [AA]

• 1.4.4: テキストのサイズ変更  [AA]

• 1.4.5: 文字画像 [AA]

• 1.4.6: コントラスト（高度）  [AAA]

• 1.4.8: 視覚的提示 [AAA]

• 1.4.9: 文字画像（例外なし）  [AAA]

• 1.4.10: リフロー  [AA]

• 1.4.11: 非テキストのコントラスト  [AA]

• 1.4.12: テキストの間隔  [AA]

• 1.4.13: ホバー又はフォーカスで表示されるコンテンツ  [AA]

• 2.1.1: キーボード  [A]

• 2.1.2: キーボードトラップなし  [A]

• 2.1.3: キーボード（例外なし ) [AAA]

• 2.1.4: 文字キーのショートカット  [A]

• 2.4.2: ページタイトル  [A]

• 2.4.3: フォーカス順序  [A]

• 2.4.4: リンクの目的（コンテキスト内）  [A]

• 2.4.6: 見出し及びラベル  [AA]

• 2.4.8: 現在位置 [AAA]

• 2.4.9: リンクの目的（リンクのみ）  [AAA]

• 2.4.11: 隠されないフォーカス（最低限）  [AA]

• 2.4.12: 隠されないフォーカス（高度）  [AAA]

• 2.4.13: フォーカスの外観  [AAA]

• 2.5.3: ラベルを含む名前  [A]

• 2.5.5: ターゲットのサイズ（高度）  [AAA]

• 2.5.6: 入力メカニズムの共存  [AAA]

• 2.5.7: ドラッグ動作  [AA]

• 2.5.8: ターゲットのサイズ（最低限）  [AA]

• 3.2.1: フォーカス時  [A]

• 3.2.2: 入力時 [A]

• 3.2.4: 一貫した識別性  [AA]

• 3.2.5: 要求による変化  [AAA]

• 3.3.1: エラーの特定  [A]

• 3.3.2: ラベル又は説明  [A]

• 3.3.3: エラー修正の提案  [AA]

• 4.1.2: 名前・役割・値  [A]

• 4.1.3: ステータスメッセージ  [AA]
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デジタル庁デザインシステムの具体的な特長
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デジタル庁デザインシステムの具体的な 特長 ①

拡大鏡アプリの 利用者や視野狭窄など

見える範囲が狭い状況 への配慮



見える範囲が狭い状況 への配慮

拡大鏡アプリ利用者の見え方

画面の一部を拡大して表示するため、画面に表示できるページの範囲が限られます。

通常の画面表示 拡大鏡アプリ使用時の画面表示
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見える範囲が狭い状況 への配慮

視野狭窄の利用者の見え方

視野の一部が欠けたり、視野の全体または左右や上下が狭くなります。

正常視野 視野狭窄
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見える範囲が狭い状況 への配慮

エラーは操作対象の真下に配置することで、視野の中に収まる

視野が狭い利用者には、操作対象から離れた位置のエラーメッセージは視野の外になり気づけません。

エラーは必ず対応する入力欄の真下に配置します。

よくある実装：エラーが離れた位置に表示

デジタル庁デザインシステム：

エラーを入力欄の真下に配置
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見える範囲が狭い状況 への配慮

アコーディオンの開閉アイコンを左端に置くことで、最初に目に入る

左から読み進めると右端のアイコンは視野の外になりやすく「開閉できる」ことに気づかない場合があります 。

冒頭にアイコンを置き、ボタン風デザインにして知覚しやすくしています 。

一般的な実装：開閉アイコンが右端 DADSの設計：開閉アイコンを左端（冒頭）に配置
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デジタル庁デザインシステムの具体的な特長  ③

精密な操作の難しさへの配慮



精密な操作の難しさへの配慮

ドラッグ＆ドロップの難しさを軽減する

ファイルアップロードコンポーネントは、ドロップゾーンを

ブラウザウィンドウ全体にまで広げる機能を搭載しています。
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デジタル庁デザインシステムの具体的な特長  ④

強制カラーモード への対応



強制カラーモード への対応

デジタル庁デザインシステム
コードスニペット

https://design.digital.go.jp/dads/html/

https://design.digital.go.jp/dads/react/

デジタル庁デザインシステムのコンポーネントを

HTML/React で実装したサンプルコード
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強制カラーモード への対応

強制カラーモードとは

OSの設定でアプリケーションやウェブサイトの色をコ

ントラストの高い配色に強制的に変更して、視認性を

向上させることができるモード

通常の見た目

コントラストテーマ「夕暮れ」の見た目

コントラストテーマ「砂漠」の見た目
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強制カラーモード への対応

フォームの選択状態が強制カラーモードでも正しく伝わる

強制カラーモードでは CSSの背景色や背景画像が無視されます 。 見た目をカスタマイズしている ラジオボタン・チェックボックスは 背

景色で選択状態を表現する ことが 多く 、 「 何も 選ばれていないように 見える 」 問題が起きがちです 。

通常の見た目 失敗の実装 デジタル庁デザインシステム
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強制カラーモード への対応

ボタンの 重要度の違いが強制カラーモード 下でも 視覚的に伝わる

塗りボタン（プライマリ ー） とアウトラインボタン（セカンダリ ー） の重要度の差は、二重線 で表現しています 。

通常の見た目 失敗の実装 デジタル庁デザインシステム
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デジタル庁デザインシステムの具体的な特長  ⑤

行政特有のニーズへの対応
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行政特有のニーズへの対応

項番を地の文として記述する箇条書きリスト

行政文書では「第一条」「（一）」「（ア）」「 ①」など、法令・規約・手順書の種類に応じ

て多様な項番形式が使われます。項番は文書の一部として重要な意味を持っています。

デジタル庁デザインシステムの箇条書きリストコンポーネントは、項番を地の文として記述す

ることで、こうした行政文書を正しく取り扱えるように設計されています。
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次のパートは ……

デジタル庁デザインシステムをどう使うか



2
7

本資料に掲載している情報（以下「コンテンツ」といいます。）の

著作権は、特記されていない限りデジタル庁に帰属し、特段の権利

表記がない限り、「 公共データ利用規約（第 1.0 版） 」（ PDL1.0 ）

または互換性のある「 CC BY 4.0（クリエイティブコモンズ -表示 4.0 

国際）」に従う範囲で利用できます。

PDL1.0 のうち、本資料独自の出典記載例や本ルールの適用を受け

ないコンテンツ等、資料によって内容が異なる部分の情報について

はデジタル庁ウェブサイトの「 コンテンツの利用に係る PDL1.0 に

関する重要情報 」を参照してください。

コピーライトポリシー

https://www.digital.go.jp/resources/open_data/public_data_license_v1.0
https://www.digital.go.jp/resources/open_data/public_data_license_v1.0
https://www.digital.go.jp/resources/open_data/public_data_license_v1.0
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
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